
第1回やまぐち予防医学セミナー 

 

特定保健指導に役立つ栄養評価と栄養指導 
 

生活習慣予防のための食事栄養指導必要性は理解できるが、食事栄養評価や指導を実践する

には傷病者と違った効率性、効果を求められ、現場では戸惑いもあると思います。今回最新の

科学的知見に基づいた、効率性、有効性の高い方法を紹介するとともに、実践に役立つ知識を

学ぶ機会を提供いたします。 

 参加者には、15分程度のマークシートによる食事栄養評価（簡易型自記式食事歴法質問票、

BDHQ）を実際に体験していただきます。 

 

日     時： 平成21年5月24日（日曜日） 午後1時から （3時間予定） 

  午後0時に開場します（BDHQ入力ができます。弁当持参で飲食可能。） 

場     所： JAビル（山口県農協会館） 4階講堂 

  山口市小郡下郷２１３９番地（駐車場はビル横、裏を利用下さい。） 

参 加 費： 医師・薬剤師 3,000円 

  上記以外（栄養士・管理栄養士、保健師、看護師、学生等） 2,000円 

   受付で、BDHQ回答入力ソフトを1,000円で販売します。 

参加定員： 100人（先着順） 

申  込： 次ページをＦＡＸで送信ください。締め切り5月13日 

 
共催 山口大学国際予防医学・医療教育センター(主催)、NPO法人やまぐち健康福祉ネットワーク機構、 

JA山口厚生連、㈱ジェンダーメディカルリサーチ（ＧＭＲ） 

後援 （社）山口県医師会、（社）山口県栄養士会、山口県健康福祉センター保健師協議会（未定）、 

山口県産業看護研究会、山口県市町栄養士協議会（未定）、山口県市町保健師研究協議会（未定）、 

（社）山口県薬剤師会（未定） 

 
 

問合せ、申込先    やまぐち健康福祉ネットワーク機構 

 755-0068 宇部市東小串1丁目1番36号メディカルクリエイティブセンター203号 

 電話 0836-37-1360 ファックス 0836-36-7002 

 電子メール saijyou@medyamaguchi.gr.jp 

 ホームページURL http://yhw.med.yamaguchi-u.ac.jp 



セミナー内容（講師、内容、時間が変更になることがあります。） 

 1. 挨拶 と 特定保健指導   山口大学国際予防医学・医療教育センター 5分 

 2. 栄養指導のための科学的根拠（栄養疫学） 東京大学大学院 佐々木敏 40分 

日本人を対象とした多くの研究をされており、前回の食事摂取基準策定では中心的

な役割を担われました。 

 3. 効果的な栄養アセスメントと指導    東京大学大学院 大久保公美 40分 

  栄養指導方法を科学的に研究され、実践に活かされています。 

 休憩                                15分 

 4. 地域での薬局機能を活用した保健指導 GMR DHQｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 宮原富士子 30分 

 薬局を拠点として 看護師、栄養士、保健師 薬剤師、助産師がチームで 

行っている活動例を紹介します。BDHQは使った、女性、男性、被扶養者を

対象とした保健指導・健康支援です。 

 5. 認知行動療法に基づくセルフモニタリング  山口県立大学 長坂祐二 40分 

 6. BDHQ結果の返却―読み方、利用手順    佐々木敏ほか      15分 

 

 

 

参加申込用紙 

 

やまぐち健康福祉ネットワーク機構 FAX 0836-36-7002 

    まで 送信下さい。（締め切り 5月13日） 

  定員を越えた場合、お断わりする場合がございます。 

 

ご氏名 
送信者の名前の前に○を

つけてください。 

職種 ご所属 連絡先（電話、ＦＡＸ）

    

    

    

    

    

    

    

 


